
故

上
田
辰

之
助
名
誉
教
授

-

日

本
学

士

院
会
員

･

一

橋
大
学

名

誉
教
授

･

経

済
学
博
士

･

故

上
田

辰

之
助

氏
は

一

九
五

六

年
十

月

十

三

目

に

急

死

し

た
｡

私

は
､

そ

の

突
然

死
の

知
ら

せ

を
ベ

ル

リ

ン

で

う
け

と

り
､

あ

ま

り

の

突
然
さ

に
､

と

り

あ

え

ず
､

『

上

田

辰

之

助

君
』

と

い

う

標

題

で
､

パ

ー

ソ

ナ

ル

な

思
い

出
を

『

一

橋
新
聞
』

に

書
き

送
っ

た
｡

そ

れ

か

ら

五
カ

月

た
っ

た
｡

私
の

ま

え
に

は
､

本
号

巻
末
の

詳

細
な

年
譜
(

ま
だ

十

分
に

明

ら
か

で

な
い

点

が

あ

る

そ

う

で

あ

る
)

と

著
述
目

録
と
が

あ

り
､

ま
た

､

私
以

上

に

長
く

･

親
し

く

教
授
の

学
問
と

人

間
と

を

知
り

､

ま
た

は

私

以

上

に

教

授
と

密
接

に

協
力
し

た
一

流
の

内

外

人

が

広
い

視

野
か

ら

書
い

た
い

く
.

つ

か

の

追
悼
文

が

あ

り
､

そ

の

手

近
か

な

も
の

は

本
文
の

終
乃
に

追
記

.

故

上

田

辰
之

助

名

誉
教

授

大

塚

金

之
ノ

助

し
て

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

資
料
に

よ
っ

で
､

私
た

ち
は

上

田

教

授
の

イ
ン

テ

レ

ス

ト

が
､

語
学

､

英
文

学
､

経
済
史

､

経
済
思

想

史
､

社

会
思

想
史
の

研

究
､

対

外

文

化

連
絡

､

経
済
学

史
学

会
､

教

育
､

文

化
､

大
学

教
授
連
合
の

仕
事
か

ら
､

ク
エ

ー

カ

ー

と

し

て

の

一

貫
し

た

宗
教
活
動
や

日

本
の

古
典
芸

術
に

ま

で

深
く

･

か

つ

幅
広

く

四
■

十

年
以

上
に

わ
た

っ

て

成
長
し
て

き

た
の

を

知
る

こ

と

が

で

き

る
｡

こ

の

よ

う
な

広
い

精
神
的
振

幅
を

持
っ

た

人

物
を

一

人
の

手
で

と

り

あ
つ

か

う
こ

と
は

到
底
で

き

る

も
の

で

は

な
い

｡

し

た

が
っ

て
､

こ

こ

で

は
､

す
で

に

発
表
さ

れ

て

い

る

各
方

面
の

ヨ

リ

適
任
な

人
た

ち
の

評
価
そ

f

→
e

e
-

Ⅵ

に

引
用
し

て

私
の

せ

ま
い

見

聞
に

偏
し

な
い

よ

う
に

し

な

け
れ

ば

な
ら

な
ぃ

｡

二

.
㍊

.

オ
丁
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な
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､

上

田

教
授
は

､

一

九

三

三

年
(

昭

和
八

年
)

か

ら
一

九

四

六

年
(

昭

和
二

十
一

年
)

ま

で
､

語
学

教
育
研

究
所
の

理

事
を

つ

と

め
て

い

た

が
､

市
河
三

善
博
士

は
､

上

田

教
授
を

追
憶
し
て

つ

ぎ

の

よ

う
に

書
い

て

い

る
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神
田

乃
武
先
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の
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あ
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西
洋
的
ヒ

ュ

ー

マ

ニ

テ

ィ

ー

に

結

び

つ

き
､

上

田

教
授
に

と
っ

て

は
､

西

洋

文

化
と

西

洋

経
済
思

想

史
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お
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が
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摘
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岩
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宗
)

な

お
､

そ
の

上
に

何
か

私
が

つ

け

加
え

る

こ

と

が

で

き
る

と

す

れ

ば
､

そ

れ

は
､

人

が

あ

ま
り

気
づ

か

な
い

こ

と
で

は

あ

る

が
､

上

田

教
授
が

日

本
語
に

す
ぐ

れ

て

い

た

こ

と
で

あ

る
｡

も

う
■

四

十

年
も

ま
>

㌃

に

な

ろ

う
か

､

神
田

乃
武
先

生
の

慰
安
の

会
合
が

持
た

れ

た

と

き
､

出
席
の

教
授
た

ち

は
､

神
田

先

生
の

英
語
の

語
学
力

だ

け

を

ほ

め
て

い

た
が

､

福
田

徳
三

先
生

は
､

意

外
に

も
､

′
『

諸

君
は
～

神
田

先

生
の

英
語
の

上

手

な
こ

と

ば

か

り

語
っ

て

い

る

が
､

神
田

先
生
の

日

本

語
が

う
ま
い

こ

と

を

知
っ

て

い

な
い
』

と

語
っ

た
こ

と

が

あ

る
｡

私
は

ヾ

こ

の

こ

と
は

上

田

教
授
の

場
合
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も
あ

て

は

ま

る

と

思

う
｡

上

田

教

授
は

､

東
京
の

し

た

ま

ち
に

生

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

れ

な
が

ら
､

教
授
の

日

本
語
は
い

わ

ゆ
る

し
た

ま

ち

言
葉
と
い

う

東
京
村

-
こ

の

言
葉
は

私
の

発
明
で

は

な

く
､

戦
前
に

東
京
を

訪
れ

た

『

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

新
聞
』

の

新

聞
使
節
が

､

そ

の

通

信

文
の

な

か

で

東
京
を

世
界
最
大
の

村
と

特

色
づ

け
た

の

を

借
用
し

た
の

で

あ

る

-
の

方

言
で

は

な

く
､

六

十

年
の

生

活
体

験
と

四

十

年
間
の

内

外
人

と
の

接
触
や

研
究
生

満
と
の

あ
い

だ

に

み

が

か

れ

て
､

発
音
と
い

い

イ
ン

ト

ネ

ー

シ

ョ

ン

と
い

い
､

り
っ

ば
な

標

故

上

田

辰
之

助

名
山

菅

教
授

準
日

本
語
で

あ
り

た
α

教
授
の

日

本

語
は

､

そ

の

話
術
に

役
立
一

っ

た

ば
か

り
で

な

く
､

■
長
い

あ

い

だ

に

そ

の

思

想

お

よ

び

文

章
の

洗

練
に

役
立

っ

て

き
た

も
の

で

あ

り
､

教
授
の

語
学

力
の

一

端
を

示

す
も
の

で

あ

る
｡

経
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科
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社

会
科

学
に
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い
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は
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研
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た
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の
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い
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つ
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武
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